
公
共
交
通
対
策
費
５

０
０
０
万
円
の
補
助
金
の
目

的
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

バ
ス
路
線
の
再
編
を
行
う
た

め
の
補
助
金
。
目
的
は
、
市

民
の
交
通
手
段
の
確
保
と
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
。
バ
ス
会
社
に
助
成
を

し
な
が
ら
、
路
線
を
維
持
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、

検
証
委
員
会
で
は
、
無
駄
な

経
費
を
な
く
し
つ
つ
、
か
つ
、

地
域
の
事
情
な
ど
も
考
慮
し

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

公
用
車
の
リ
ー
ス
に

つ
い
て
。

管
財
情
報
課
長

年
間

リ
ー
ス
す
る
と
車
体
価
格
よ

り
高
く
な
る
が
、
車
検
や
修

繕
等
維
持
費
を
軽
減
で
き
る
。

新
た
な
試
み
と
し
て
２
台
導

入
し
た
。エ

ア
テ
ン
ト
購
入
と

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

消
防
署
長

災
害
対
策
用

で
、
多
数
の
傷
病
者
が
発
生

し
た
場
合
に
、
応
急
救
護
所

と
し
て
、
重
傷
者
の
救
護
ス

ペ
ー
ス
と
な
る
。

名
か
ら

名
が
収
容
で
き
る
。
約
３

分
で
設
営
可
能
。

構
造
改
革
で
さ
ら
に

厳
し
く
な
る
市
民
生
活
だ
が
、

そ
れ
で
も
行
政
改
革
を
進
め

る
の
か
。

副
市
長

粛
々
と
行
う
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
市
民

生
活
の
実
態
を
把
握
し
た
上

で
、
中
に
は
見
直
し
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
可
能
な

も
の
か
ら
実
行
し
て
い
く
。

建

設

建

設

京
田
辺
駅
南
側

踏
切（

信
楽
街
道
踏
切
）

の
設
計
料
が
含
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
。

施
設
整
備
課
長

踏
切
内

に
歩
道
を
整
備
す
る
た
め
の

概
略
設
計
費
。
事
業
化
は
平

成

年
度
以
降
に
な
る
予
定
。

通
学
路
の
安
全
対
策

事
業
と
し
て
、
カ
ラ
ー
舗
装

工
事
が
行
わ
れ
る
が
、
ど
こ

に
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

施
設
整
備
課
長

田
辺
小

学
校
区
内
で
、
旧
国
道
３
０

７
号
か
ら
校
門
ま
で
と
田
辺

中
央
三
丁
目
内
の
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
北
側
道
路
、
そ
し
て

松
井
ケ
丘
小
学
校
校
門
前
道

路
の
３
ケ
所
で
、
路
側
線
の

通
路
側
約
１

幅
の
部
分
に

行
う
。

手
原
川
堤
防
の
拡
幅

と
あ
る
が
、
薪
小
学
校
通
学

路
整
備
で
は
、
手
原
川
に
橋

を
架
け
る
計
画
だ
っ
た
の
で

は
。施

設
整
備
課
長

橋
を
架

け
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ

は
、
川
が
湾
曲
し
、
落
差
高

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
橋
が

架
け
ら
れ
な
い
規
定
に
な
っ

て
お
り
、
道
路
を
拡
幅
し
歩

道
を
整
備
す
る
計
画
と
な
っ

た
。

年
度
に
用
地
買
収
に

か
か
る
予
定
で
あ
る
。

公
園
里
親
制
度
の
取

り
組
み
と
は
。

施
設
管
理
課
長

ボ
ラ
ン

平
成

年
度
の
国
民

文
化
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
は
。

教
育
部
副
部
長

５
０
０

日
前
イ
ベ
ン
ト
や

月
に
は

と
ん
ち
大
賞
や
人
形
劇
の
祭

典
を
予
定
し
て
い
る
。

教

育

教

育

テ
ィ
ア
団
体
等
が
公
園
や
緑

地
帯
等
を
き
れ
い
に
さ
れ
る
。

そ
こ
に
草
木
の
提
供
や
掃
除

用
具
の
貸
し
出
し
、
保
険
加

入
を
す
る
制
度
。
こ
の
緑
化

推
進
の
要
綱
策
定
を
予
定
。

道路拡幅が予定される
市道里ノ内小山線（薪）

に
力
を
入
れ
る
。

学
校
の
耐
震
改
修
は

計
画
ど
お
り
か
。

教
育
総
務
室
課
長

大
住

小
体
育
館
は

値
を
満
た
し

て
い
た
た
め
補
強
工
事
が
不

要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

年
度
予
定
し
て
い
た
薪
小
南

校
舎
の
工
事
を
今
年
度
行
う

よ
う
計
画
変
更
し
た
。

中
央
図
書
館
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
事
業
は

中
央
図
書
館
長

貸
し
出

し
中
の
図
書
し
か
予
約
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
後
図
書
館

に
あ
る
す
べ
て
の
図
書
を
予

約
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
北

部
も
中
部
も
同
様
に
。

学
校
給
食
の
民
間
委

託
に
つ
い
て
、

年
度
と
比

較
し
て
学
校
給
食
費
は
下
が

る
か
。

学
校
教
育
課
指
導
主
幹

年
度
決
算
比
と
な
る
が
、

約
１
２
０
０
万
円
の
増
額
と

な
る
。

教
育
部
長

長
期
的
な
試

算
で
は
、
財
政
効
果
は
十
分

期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

（
普
賢
寺
小
学
校
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
廃
止
を
白
紙

撤
回
し
た
意
味
は
。

教
育
部
長

白
紙
撤
回
し

た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
で
、

方
針
を
決
定
し
た
わ
け
で
は

な
い
。

教
育
長

今
後
、
将
来
展

望
も
含
め
て
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ

る
。

花見ウォークで国民文化祭を
（防賀川公園）

市

民

市

民

今
年
度
か
ら
京
都
地

方
税
機
構
に
よ
り
税
収
納
さ

れ
る
が
、
徴
収
率
の
目
標
は
。

税
務
課
長

％
ま
で
引

き
上
げ
た
い
。
機
構
と
連
絡

を
と
り
な
が
ら
、
市
で
も
納

税
相
談
を
行
う
が
、
す
べ
て

の
滞
納
案
件
を
送
り
、
滞
納

整
理
を
進
め
て
い
た
だ
く
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
始

ま
る
が
、
具
体
的
内
容
は
。

税
務
課
長

市
・
府
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

及
び
国
保
税
を
対
象
と
し
、

５
月
か
ら
市
内

店
舗
す
べ

て
で
実
施
す
る
。
市
・
府
民

税
で
約
３
０
０
０
人
、
軽
自

動
車
税
で
６
４
０
０
台
分
を

コ
ン
ビ
ニ
納
税
の
対
象
と
と

ら
え
て
い
る
。
１
件
の
処
理

に

円
の
手
数
料
が
か
か
る

が
、
利
便
性
を
高
め
て
収
納

率
を
上
げ
た
い
。

男
女
共
同
参
画
条
例

中
間
案
で
あ
い
ま
い
な
文
章

が
多
い
、
も
っ
と
状
況
に
応

じ
た
条
件
整
備
を
行
う
べ
き

で
は
。

市
民
参
画
課
長

法
に
準

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
補
助
金
の
内
容
は
。

経
済
環
境
部
副
部
長

既

存
住
宅
へ
の
設
置
、
ま
た
は

新
築
時
に
併
せ
て
設
置
の
場

合
で
、
か
つ
国
の
補
助
金
の

認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
に
補

助
す
る
。

環
境
課
長

１
件
に
つ
き

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
３
万

円
と
し
て
、

万
円
を
限
度

と
し
て
補
助
。

水
道
の
危
機
管
理
対

策
は
。

工
務
課
長

薪
浄
水
場
と

宮
ノ
口
受
水
場
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
劣
化
と
簡
易
耐
震
調
査

を
行
う
。
ま
た
、
不
審
者
侵

入
・
テ
ロ
対
策
で
天
王
地
区

配
水
池
に
侵
入
防
止
工
事
を

拠
し
、
労
働
環
境
等
が
整
う

中
で
、
本
市
と
し
て
ど
う
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
を
懇
話

会
で
議
論
し
て
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
の
医

療
給
付
費
が
か
な
り
増
え
る

見
込
み
だ
が
。

国
保
医
療
課
長

医
療
費

の
伸
び
と
一
部
の
病
院
で
の

レ
セ
プ
ト
請
求
方
法
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
で
高
額
医
療
費

と
な
る
こ
と
か
ら
増
額
す
る
。

保
健
福
祉

保
健
福
祉

ケ
ア
ホ
ー
ム
建
設
整

備
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

社
会
福
祉
課
長

開
発
許

可
を
得
て
、
草
内
地
域
に
８

月
着
工
、
年
度
内
完
成
予
定
。

他
市
で
の
児
童
虐
待

事
件
を
受
け
て
市
は
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

３
ケ

月
、

ケ
月
、
１
歳
半
、
３

歳
半
と
節
目
の
検
診
が
あ
り
、

未
受
診
の
方
に
通
知
し
、
連

絡
が
と
れ
な
い
場
合
は
訪
問

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

２
５
７

以
上
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
の
設
置
義
務
が
あ
る

が
、
市
内
施
設
の
状
況
は
。

健
康
介
護
課
長

３
ケ
所

あ
る
が
、
１
ケ
所
は
設
置
基

準
以
下
の
面
積
。
し
か
し
、

そ
の
施
設
も
設
置
す
る
予
定

と
聞
い
て
い
る
。

北
部
地
域
の
保
育
所

が
建
て
替
え
ら
れ
る
こ
と
で
、

見
込
み
ま
れ
る
定
員
は
、
大

丈
夫
か
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

人

の
枠
が
新
た
に
増
や
せ
る
。

当
面
は
十
分
な
受
け
皿
と
考

え
る
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
の
バ
ス
料
金
の
半
額
を
補

助
す
る
内
容
と
方
法
は
。

健
康
介
護
課
統
括
主
幹

利
用
者
宅
の
最
寄
り
の
バ
ス

停
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
の
往
路
の
バ
ス
料
金
相
当

額
を
補
助
。
利
用
日
に
確
認

印
を
押
し
、
ま
と
め
て
月
１

回
の
申
請
と
し
、
口
座
振
り

込
み
で
支
払
う
。

行
う
。

甘
南
備
園
プ
ラ
ザ
棟

の
発
電
シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
。

清
掃
衛
生
課
長

５
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
発
電
能
力
の
あ
る

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、

全
体
の

％
、
約

万
円
が

節
約
で
き
る
。
本
施
設
は
売

電
す
る
の
で
は
な
く
、
学
習

啓
発
用
と
し
て
利
用
す
る
。

乙
訓
水
系
、
宇
治
水

系
、
木
津
川
水
系
３
水
系
の

接
続
事
業
等
で
府
に
負
担
す

る
料
金
が
上
が
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
。

経
営
管
理
室
課
長

こ
れ

ら
の
事
業
費
を
含
め
て
示
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
府
が
提

示
し
て
い
る
金
額
は
、
１
ト

ン
あ
た
り
６
円
か
ら
８
円
引

き
下
げ
に
な
る
予
定
。

し
か
し
、
こ
れ
で
市
の
水

道
料
金
の
値
下
げ
を
す
る
と

こ
ろ
ま
で
及
ば
な
い
。

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

と
予
測
さ
れ
る
中
、
徹
底
的

に
無
駄
を
省
い
て
行
財
政
改

革
を
進
め
る
こ
と
。
大
住
地

域
の
工
専
拡
大
事
業
以
外
に

も
、
税
徴
収
業
務
の
強
化
な

ど
安
定
し
た
財
源
確
保
の
取

り
組
み
に
期
待
し
た
い
。
安

心
安
全
な
通
学
路
を
確
保
す

る
た
め
に
、
現
状
把
握
に
努

め
な
が
ら
建
設
部
と
教
育
委

員
会
が
し
っ
か
り
と
連
携
し

て
取
り
組
む
こ
と
。

税
の
大
幅
減
収
が
見
込
ま

れ
る
中
、
新
年
度
も
積
極
型

予
算
を
編
成
、
子
育
て
支
援

や
市
民
要
望
実
現
予
算
の
特

別
枠
で
市
民
ニ
ー
ズ
に
可
能

な
限
り
応
え
て
い
こ
う
と
す

る
姿
勢
に
は
一
定
の
評
価
を

し
た
い
。
雇
用
情
勢
も
依
然

厳
し
い
中
、
活
性
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
総
仕
上
げ
の
年
と
し
て
、

財
政
健
全
化
計
画
の
推
進
と

市
民
が
希
望
を
持
て
る
市
政

運
営
に
期
待
し
た
い
。

緑
政
会

緑
政
会

行
政
改
革
の
名
の
も
と
で

今
年
度
か
ら
学
校
給
食
調
理

業
務
の
民
間
委
託
が
実
施
さ

れ
る
。
教
育
の
一
環
で
あ
る

学
校
給
食
へ
の
民
間
委
託
は

見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
市
民

の
暮
ら
し
応
援
の
た
め
、
都

市
計
画
税
、
国
保
税
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
。
三
山
木
地

区
区
画
整
理
事
業
の
予
算
増

を
と
も
な
う
変
更
は
、
市
民

負
担
の
押
し
つ
け
で
あ
る
。

見
直
す
べ
き
だ
。

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
は
あ
る
が
、
各
部
署
ご

と
に
市
民
に
向
け
た
積
極
的

な
施
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
事
に
注
目
し
た
い
。
現
在

取
り
組
み
中
の
第
３
次
行
政

改
革
お
よ
び
財
政
健
全
化
計

画
は
平
成

年
度
が
最
終
年

度
で
あ
る
。
本
市
の
厳
し
い

財
政
状
況
か
ら
見
て
、
引
き

続
き
第
４
次
と
も
言
う
べ
き

行
財
政
改
革
に
着
手
し
て
取

り
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
地
現
場
主
義
の
上
か
ら
、

市
民
の
要
望
を
直
接
受
け
、

政
策
実
施
す
る
市
民
満
足
予

算
に
市
長
の
実
行
力
に
期
待
。

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
と
女

性
施
策
と
し
て
、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
を

市
独
自
で
の
実
施
を
す
べ
き
。

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極

的
活
用
と
促
進
に
つ
い
て
、

市
が
率
先
し
て
公
共
施
設
へ

の
導
入
を
進
め
よ
。

市
内
バ
ス
路
線
再
編
事
業

に
つ
い
て
評
価
。
各
地
域
、

行
政
の
連
携
し
た
取
り
組
み

で
持
続
、
発
展
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
高
齢
者
の
絶

対
数
は
一
層
増
加
す
る
。
介

護
施
設
の
待
機
者
解
消
に
向

け
て
国
の
施
策
と
連
携
し
特

養
等
の
施
設
整
備
に
機
敏
な

対
応
を
求
め
る
。
ご
み
処
理

や
消
防
な
ど
に
つ
い
て
市
単

独
で
は
な
く
広
域
連
携
を
積

極
的
に
検
討
す
べ
き
。

共
産
党

共
産
党

一
新
会

一
新
会

公
明
党

公
明
党

民
主
党

民
主
党

新
栄
会

新
栄
会

経
済
環
境
水
道
等

経
済
環
境
水
道
等

市
長
公
室
安
心
ま
ち
室
総
務
消
防

市
長
公
室
安
心
ま
ち
室
総
務
消
防

（（
井井
上上

公公

議議
員員
））

日日
本本
共共
産産
党党
京京
田田
辺辺
市市
議議
会会
議議
員員
団団

（（
増増
富富

理理
津津
子子

議議
員員
））

（（
松松
村村

博博
司司

議議
員員
））

年（平成 年） 月 日


